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　皆さんこんにちは、今年の夏も残すところあと１週間あまり、
昨日の三島の最高気温は３６・６度、やっと本来の夏が戻って
来たように感じられます。８月に入り東北や関東地方を中心に
記録的な長雨と日照不足が続き、ビヤガーデン、海の家は閑
古鳥、夏物商品は売れない、農家は農作物の生育不良や病
気発生を危惧し、また日本各地から「記録的短時間大雨情
報」のニュースが度々届く異常気象の夏でした。
　さて、先日の夜間例会は会員増強についてテーブルミー
ティングでした。各テーブルからの意見発表は時間の都合上
出来ませんでしたが、増強のアイディアや入会候補者の名前
が増強委員会に多数寄せられました。この結果を増強委員
会だけに、まかせてよろしいのでしょうか？今年度、西ロータ
リーの会員の平均年齢は、私と同じ６６才です。今後、何も手
当をしないと毎年1才ずつ平均年齢が上がっていき、5年先
10年先は、当クラブも日本の超高齢社会に似通ってきます。
「RIは増強、増強と言っているけど、人頭分担金が欲しいだ
け」「ロータリーは数より質だよ」と増強を否定するような声を
よく耳にします。私も以前は同じような考えでしたが、来年会
長の順番が回って来ますので、勉学のためにネット上で色々
なロータリークラブの情報を検索することが多くなりました。そ
の結果、考え方が少しずつ変ってきました。会員増強と言うと
「増」の部分の数を増やせ増やせと思いがちですが、「クラブ
組織の強化」の「強」の部分に注目してほしいのです。マンネ
リを防止して組織として絶えず成長するには新会員が絶対

幹事報告 幹事　宇田川茂君

①８月１９日(土)献血運動に17名の会員に協力していただきま
した。
②本日は須田治夫さんの卓話です。
③九州北部豪雨災害の被災者支援募金活動に協力し、募金
総額34,000円の振込完了しました。
④日本赤十字社より、事業貢献の感謝状をいただきました。
⑤三嶋大社より初穂料の御礼がございました。
⑥会場入り口に当クラブの立看板が立ちました。

必要です。せっかくＡ～Ｇの７つテーブルから会員増強の貴重
な情報が集まったのです。１１月の席替えまでに、あと２ヶ月あり
ます。各テーブルから１人、新会員を入会させてクラブを活性
化しましょう。ことわざに「言うは易く行うは難し」があります。道
は険しいけど会員皆様方の実行力を期待しています。
 



 

そんな時に銀行の支店長が代わり、新支店長が弊社の工場を
見学し、所有している設備機械を見てその将来性を高く評価し
てくれました。「これならいける」と言って「エスアイジーを助けろ」
と本部に直接掛け合い、色 と々助けていただきました。前任の支
店長らは工場の現場すら見てくれなかったのですから この支
店長と出会えた事が私にとって大きな大きな幸運でもありました。
この時期でのひとつのエピソードですが、私から今後の計画を
お話しておりました折、この「呉竹」で、支店長はじめ担当の人と
夕食を共にする機会がありました。その歓談の最中に担当の方
がコクリコクリと眠ってしまいまして、私も見て見ぬ振りをしており
ましたのですが、突然支店長が、私の方を向いたまま、テーブル
の上にありました焼酎の入ったコップを、隣の席に座っておられ
たその担当の方の頭からぶっかけたのです。びっくりして目が覚
めた担当者の方にはお気の毒だったのですが、その方は後日
浜松の田舎へ転勤となりやがて退職されたようですが、支店長
のこのような厳しい姿勢にも驚かされました。この時の支店長は
後に頭取になられ、今年会長となられました。今思うと 出世され
る方は違うなあと感じるところです。当社が取引していた他の商
工中金・日本政策金融公庫も、メイン銀行がそういう状況ならと
貸付の枠を広げてくれるようになり、資金調達もそれまでに比べ
大分容易になってきました。
　ここからが本当の意味で海外展開の始まりになります。私が
アメリカのグリーソンという歯車機械の製造会社へ出張した際の
話ですが、先方の社長に「歯車業界はもう駄目だ。御社もつぶ
れてしまうんじゃないか？」と言ったところ、「ミスター須田、君はな
んて事を言うんだ！この世界に歯車ほど伝達効率の優れたもの
はないんだ。それに、アメリカは、工作機械の市場は日本にとられ
てしまったが、歯車業界は一社もつぶれてはいない。よく内容を
みて回れ。」と言われ、歯車業界の視察をいたしました。そこに
は、ロボット用歯車、その他減速機・増速機など、工作機以外に
使われる歯車の市場がたくさんありました。これならやれると思
いました。そこでまずはじめに、調達できた資金を使いアメリカの
工作機械業界紙に広告掲載を出しました。当社のホームページ
の英語版も立ち上げエスアイジーという会社を知ってもらうこと
からはじめました。その結果 ヨーロッパなどから多くの問合せが
入ってきました。その中でも、欧州最大企業のひとつで、アセア・ボ
ベリー・ブラウン、略してＡＢＢという従業員20万人を超える会社
のスウェーデンにあるロボット事業部門から、産業用ロボットの引
き合いをいただきました。ロボットに使用する歯車はハイポイド ギ
ヤーという特殊なギアで、ロボットの歯車は正確かつ滑らかな動
きを求める高品質なものでなくてはならないものであり、そのギア
を加工する能力を弊社が備えていた事が高く評価されての事
でした。当時のＡＢＢの担当者がスウェーデンから来社し、当社と
の取引をはじめる交渉の際、「国際品質マネジメント規格のＩＳＯ
認証を持っているか？」と問われました。当社は未だそのような認
証を取得しておりませんでしたので「持っていません」と答えまし
たら、「持っていなくてもこの設備なら品質も問題なしで発注はで
きる。 けれども、ゆくゆくはＩＳＯ規格の品質認証をとらないと将来
の発注の広がりに支障がある。ぜひ取得してほしい。」といわれ
ました。それから我が社はＩＳＯ品質規格ＩＳＯ－９０００を取得し
て、産業用ロボットへの進出を図ったわけです。
この分野では、日本が最大のロボット産業国ですが、当時我が
社は、その中でも国内最大のメーカーである ファナックにも歯車
の納入をしていました。しかしファナックとＡＢＢは、お互いがライ
バル社であり両社からの受注を継続することは難しく、事実ファ
ナックの部長からも呼び出されて、「ＡＢＢと仕事をするのであれば、

卓　話

 須田治夫君

歯車の“戦略的サプライヤー”をめざして

 私がこのロータリークラブになかなか入れなかった理由には三
つの問題があったからです。その一つは、沼津のロータリークラ
ブから、私の永年のお付き合いで、私にとってはかなりウェートの
高かった人から、その沼津ロータリークラブに入るように熱心に
誘われていた事。二つ目が、脳梗塞と糖尿病を患ってしまった為 
健康面の自信を持つまでに時間が必要だった事。病気の前は８
３ｋｇありましたが、発病時には右手の握力が無くなり言葉がうまく
しゃべれなくなってしまうほどでした。大好きなゴルフのハンディ
キャップも１１から２８に落ちてしまい公私ともに落胆をしたもので
す。しかし懸命にリハビリを行い、一年後には糖尿病を治し、頭部
の手術も受け、その結果ゴルフのハンディキャップは１７にまで回
復し元気になりました。三つ目が、会社の経営がおもわしくなかっ
た事です。本日は、この三つ目の理由の苦労話や少し手前味噌
ですが、立ち直ってきた過程 海外進出などについてのお話をし
たいと思います。
　私の会社は精密歯車を作っている会社ですが、近年 エレクト
ロニクス技術の急速な進歩で、動力の伝達が歯車からサーボ
モーターに置換えられて歯車の需要はすごく減少しました。いわ
いるNC化です。私の会社の歯車は、工作機械という機械を作る
機械、よく「マザーマシン」と言われますが、この工作機械向けの
歯車からスタートしました。工作機械のNC化によりまして、例えば
一台の旋盤に使われる歯車は大小合わせて８８個、フライス盤
（今はマシニングセンターと呼ばれていますが）このフライス盤で
は２２０個の歯車が使われていましたが、それが一気に２個か４
個しか、もしくは０になってしまったからです。さらに工作機械の
NC化が本格化し、歯車の国内需要数が激減した事に加えバブ
ル崩壊による大幅な受注減により、国内の先行きが不透明になっ
てきました。バブル崩壊前までの景気の動向としては、４～５年好
景気で１年不況 また４～5年好景気で１年不況と、要するに何だ
かんだと右肩あがりに推移してまいりました。国内でのバブル大
不況の中、企業の設備投資は一気に減少し、当社の納入先であ
る工作機械業界は設備機械であることから、そのあおりを正面
から受けてしまいました。
　皆様の会社でもご経験があるかもしれませんが、親工場では
「数量は減少するが値段はそのままで頼む」と言う事が多く、本
来ですと生産単価が上がるべき状況であってもそれを認めても
らえないということが多く、こういう事も経営を圧迫する一因でした。
私自身 どうしたものかと迷ってしまいました。歯車を作るには１５
工程から２０工程が必要です。その全ての工程において工作機
械が必要で、そのため過去の設備投資が大変大きかった為、工
場を縮小するわけにもいかず、加えて歯車の製造は特殊な技術
は必要な為、従業員を解雇する事も出来ず本当に行き詰ってお
りました。当社のメイン銀行である大手地方銀行の担当者から
は、我が社の当時の経理担当者に向かって「エスアイジーは箱
根の山道をブレーキの効かない車で下りてくるようなものだ」と言
われたり、女房からは「何だか変な人が外から家をみていて気持
ちが悪い」と電話が入り 家に帰ってみると「銀行から頼まれた」と
言って写真を撮りに来た人間がいたのです。要するに新規担保
が必要だったのです。当時の私とその銀行の支店長との関係は
二代に渡り喧嘩状態でした。私にしてみれば、世の中の流れなの
だからしかたがない  という気持ちもたしかにありました。



 

ファナックから注文は出せない」といわれまして、苦渋の選択でし
たが、ＡＢＢとの取引に焦点を絞ることを決めたのです。次に引き
合いをいただいたのが、ドイツのＺＦという非常に大きな動力伝
達装置メーカーでした。このメーカーはあの有名な飛行船のツェ
ッペリン号を作った会社で、社名の由来は頭文字のＺがドイツ語
のＺｅｐｐｅｌｎ(ツェッペリン)の頭文字であることと、ドイツ語で歯車
の“歯”がZahn（ツアーン）と言う事で、その両方からにまたがっ
ているわけです。今はＢＭＷのオートマチック・トランスミッションを
始め、船舶・飛行機・産業機械の動力伝達装置など、とにかく従
業員5万人以上の歯車製造の大企業です。この企業もＡＢＢ同
様、ＩＳＯをもっと厳しくしたＺＦ社の品質規格に対応が必要 とい
うほどの高品質なメーカーです。さすがは工業国ドイツというよう
な厳しい品質体系、品質保証を求めてきて 弊社は否が応にも
品質体系の大幅なレベルアップをせざるをえない状況でした。と
にかく、色 と々勉強させられたものです。結果的には、テーパー
ギヤというロボット用歯車のオーダーを得まして、第一ロットは
色 と々問題もありましたが、最終的には全て合格し、現在ではロ
ボット用歯車のみならず、印刷機械・エレベーター・一般減速機
で使用される歯車を納品しています。
　またＩＳＯ規格の認証を取得した頃、ニューヨーク・ロチェスター
にありますＳＰＸグループの産業用ミキサーを造っている会社より
引合いをいただきました。産業用ミキサーには大中小様々な歯
車が使用され、ＳＰＸグループはそれまで英国の大手歯車メーカ
ーから輸入していましたが、品質・納期面に問題が生じていた時
期で、当社にコンタクトを取ったとのことでした。早速取引を始め
たところ、品質・納期とも申し分なしとの評価をいただき、現在でも
我が社の主要取引先となっている状況でございます。ＳＰＸグル
ープの産業用ミキサーは、塗料・薬品・食品・下水処理等を始め、
近年は金や銅、ニッケル等の貴金属を原石から取り出す工程、
即ち資源開発用に使われており、更には「とうもろこし」から代替
燃料であるバイオエタノールを抽出する製造工程にも使われな
ど、米国製造業の中で、グリーン政策とも相まって売上を伸ばし
ています。
　このような経過の中で役にたちましたのは、設備機械でした。
特に直径が２０mm位の小歯車から直径２mまでの大型歯車を
研削して仕上げる歯車研削盤と歯車検査設備です。日本は工
作機械 いわいるマザーマシンの生産では世界トップレベルでは
ありますが、こと歯車を製造する機械と試験機では欧米には及
びません。特にベベルギヤという特殊な傘型歯車や、普通歯車
でもそれらを速く精密に砥石で研削仕上げをする歯車研削盤
は、ドイツ・スイス・それにアメリカには及びません。例えば、トヨタ・日
産・ホンダなどの自動車メーカーで、自動変速機の中にある歯車
の研削仕上げや、後輪駆動用傘歯車を製造する機械は、すべ
て欧米の機械と言っても過言ではないと思います。しかし、そうし
た設備は概して大変高価です。 高価ではありますが、その高い
信頼性が世界的な共通性を持っており、例えば当社とＺＦ社との
取引が早く進展しましたのは、ＺＦ社が使っている歯車検査機と
当社の検査機が同じドイツ製のクリンゲルンベルグ社というメー
カーだった為、検査データを評価するのにお互い異論はありま
せんでした。設備機械には長期的・継続的にずいぶんと投資し
てきましたことが、結果的にこれが海外との取引に大変有効でし
た。しかし同時に、言うまでも無いことですが、設備機械の優秀さ
だけではなく、その上には材料や特殊加工の外注先を含めてし
っかりとした品質管理体制が無いと海外では通用しない事を改
めて教えられました。
 私が考えるところ、“グローバル化”とは製造拠点の海外進出の

意味のみならず、世界の供給ネットワークに入りこむ 即ち国を超
えたサプライヤーチェーンに入り込むことでもあります。先程述べ
た海外の大企業の継続的サプライヤーになる事は、戦略的サプ
ライヤーに位置づけられる事であります。具体的に言いますなら
ば、例えば、お客様が新製品開発で試作品を製作する場合、そ
の試作品製造に選抜されることなどです。当社はそうした戦略
的サプライヤーに位置づけられて今までやって参りました。また 
こうして長年継続して取引をしていても、毎年1回ＩＳＯの認定書
の有効期限を確認されますし、不定期ではありますが、来社され
工場の状況を確認されています。日本と欧米の大きな違いという
と、一般的に日本ではお客様が上位で売り手は下位という風
土。要は値段と納期、品質がいいのは当たり前、これだけで全て
済んでしまいます。しかし欧米企業との取引では、基本的に権
利と義務は対等、お客様が無理難題を押してくる様な事は全く
ありません。その代わりバイヤーは売り手の品質管理体制や安
全管理体制にまで立ち入って来ます。そうする事で安定供給を
確保するという長期的取引関係を大事にする とそのように思い
ます。契約内容についても、先ほど数量と価格のお話をいたしま
したが、製造業において数量の増減と価格の上下に関しては、
国内に比べ海外のお客様の方がしっかり認識しており、数量が
変更になると価格が変更になるのは当たり前で、この点はとても
合理的な考え方です。実際にドイツのZF社の購買部長と話した
際に、「片方だけ利益を得て片方が不利益を被るようでは、継続
的な付き合いは出来なくなるので無理な発注・受注 エスアイジ
ーが受けたくないような仕事を作らないでほしい」と言われまし
た。この事は、日本では全く聞かれない新鮮な言葉でした。ようは 
理屈にあっていれば、言いたい事はお互いにしっかり言うという
事です。
 この時私は、売上比率を国内50％ 輸出50％で生産していこう
と決めました。国内の機械メーカーだけを対象とすると好不況が
一緒にやって来る為、景気の波によるリスクは避けられません。
一方で円高・円安による為替相場の変動による為替リスクも背
負います。 が、国内と海外の不況が一緒になるということは、一
度もありませんでした。それから これは海外に限らず全てのこと
ですが、品質と納期です。今、「品質と納期」と言いますと、「品
質が良いのは当たり前ではないか？」という方がおります。たしか
にそうではありますが、歯車の場合、どうしても「経験」「技」の要
素が必要とされるケースが多いのです。例えば傘歯車の場合、
同じギアを１０セット製作しても、１セット毎(ごと)に歯面の接触マ
ークを目で判定しつつ、一方の歯車が他方の歯車に一番滑らか
に回転を伝えるように百分の一ミリの単位で組み立てる必要が
あります。その結果 例えばロボットの場合、速く滑らかに且つ正
確に作動することが出来ますが、常にこのような品質を維持して
やって参りました次第です。私の会社では、これら得意先のいう
事に対してかなり困難な問題も全て聞き入れました。その結果
が良好な取引関係を継続できたということかと思います。以上が 
我が社の海外進出についての話です。現在はこの他に 台湾・
韓国・イギリス・オーストラリアにも輸出をしています。
　最初に戻りますが、関本様との付き合いは 私が体育協会の
会長をしている時、関本様のお父上の時代より大変お世話にな
り、地元商工会の会長としても、現在私が務めさせていただいて
ますが、前々の会長として色 ご々助言をいただいたりしておりま
す。また、前田様や遠藤様にも地元商工会を通じて大変お世話
になっております。そんな縁もありこちら三島西ロータリークラブ
に入会させていただいた次第です。本日は長い時間 私のお話
にお付き合いくださりありがとうございました。



Memory of the rotary

（週報担当：伊丹秀之）

◆鈴木（正）君、１３時半に警察署に来いということなので早
退いたします。逮捕ではなく感謝状をいただけるとのことで
す。

◆藤江君、議員活動報告をポケットに入れさせていただきま
した。その中に、献血運動も載せさせていただきました。一
読していただければ幸いです。

◆社会奉仕委員会、去る８月１９日（土）の献血推進活動へ
のご協力ありがとうございました。午前・午後通して一日中
お手伝い戴いた５名の方をはじめ、総勢１７名の方にお手
伝い戴きました。おかげで４１名の受付、３６名の献血の実
績を残すことができました。翌日の静岡新聞にも掲載され、
三島西RCのPRにもなりました。ご協力に感謝致します。

故サム・オオリ氏を称えるポリオ基金

サム F. オオリ氏は、2018-19年度国際ロータリー会
長に選出され、アフリカ出身では2人目、ウガンダ人
としては初の会長となる予定でした。しかし、7月13
日、手術後の合併症により、76歳で逝去されまし
た。  

ウガンダでは、オオリ氏が地区ガバナーを務めた
1988年同時、クラブ数は9でしたが、今日では89ク
ラブにまで成長しており、これはオオリ氏の尽力に
よるところです。 

オオリ氏は、チャック・ケラー会長の年度（1987-88
年度）に地区ガバナーを務めました。この年、世界
ポリオ撲滅推進活動（GPEI）と最初の募金キャン
ペーンが始まりました。アフリカ地域ポリオプラス委
員会ならびにインターナショナル・ポリオプラス委員
会委員として、オオリ氏は揺るぎない善悪の観念を
ロータリーで貫き、これは同氏がCEOを務めた
Institute of Corporate Governance of Uganda
やそれ以前に勤務したアフリカ開発銀行での仕事
でも同様でした。 

オオリ氏は、レスター大学から労働法の修士号、カ
リフォルニア・コースト大学から経営管理の学士号、
ハーバード大学ビジネススクールから経営管理の
修士号を取得しています。

ノラ夫人との間に、アドリン・スティーブンさん、ボニ
ー・パトリックさん、ダニエル・ティモシーさんの3人の
息子さんと、3人のお孫さん（ケイトリンさん、サムさ
ん、アダムさん）がいます。

ROTARY NEWS


	２１７４表
	２１７4－２
	２１７4－３
	２１７４-4

